
平成23年第37回岩手町農業委員会総会会議録【閲覧用】 

 

１、平成23年第37回岩手町農業委員会総会は、平成23年2月21日、午後１時30分、岩手町役場第

４会議室に招集された。 

 

１、今回会議に提出された議案は、次のとおりである。 

 (１) 議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請に対する可否の決定について 

 (２) 議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見の決定について 

 (３) 議案第３号 農地法の適用外証明に対する可否の決定について 

 (４) 議案第４号 贈与税等の納税猶予の継続届出に係る証明願いについて 

 

１、本日の出席委員は、次のとおりである。 

      １番 幅  清一 

      ２番 三浦 新太郎 

      ３番 岩舘 修一 

      ６番 遠藤 幸夫 

      ７番 黒澤 金一 

      ８番 細野 清悦 

      ９番 三浦 博子 

      11番 太布 光則 

      12番 岩﨑  明 

      13番 佐々木 由和 

      14番 田中 正志 

      15番 國枝 金一 

      16番 井戸 ツヨミ 

      17番 澤村 勇次郎 

   (議長)19番 福島 昭士(会長) 

 

１、本日の欠席委員は、次のとおりである。 

      ４番 武田 昭藏 

      ５番 横澤 稔秋 

      10番 千葉 子 

      18番 松本 良子 

 

１、職務のため会議室に出席した農業委員会事務局の職員は、次のとおりである。 

      農業委員会事務局長   千葉 照雄 

      農地振興係主幹     田村  寿 

      副主幹         川村 祐子 



      副主任         山中 寿行 

 

（開会時刻 午後１時30分） 

 

議    長 ただいまから第37回岩手町農業委員会総会を開会いたします。ただいまの出席委

員は15名であります。定足数に達しておりますので、会議は成立いたしました。な

お、本日の欠席通告者は、４番武田昭蔵委員、５番横澤稔秋委員、10番千葉靜子委

員、18番松本良子委員の４名であります。 

 

議    長 会議録署名委員及び書記の指名を行います。会議録署名委員及び書記は、会議規

則第13条の規定により当職より指名することにご異議ございませんか。 

 

（なしの声） 

 

議    長 異議なしと認め、当職より指名いたします。17番澤村勇次郎委員、１番幅清一委

員のご両名にお願いいたします。また、書記は事務局の山中副主任にお願いいたし

ます。 

 

議    長 本日の総会は、配布してあります議案４件の提出があります。お諮りします。議

案４件を議題とすることにご異議ありませんか。 

 

（なしの声） 

 

議    長 異議なしと認め、議案４件を議題とすることに決定いたしました。 

 

議    長 次に、議案第１号農地法第３条第１項の規定による許可申請に対する可否の決定

について、であります。事務局の説明を求めます。 

 

事  務  局 議案第１号でございます。ページは２ページをご覧願います。農地法第３条の規

定による農地等の使用貸借権設定許可申請の承認についてです。受付番号は52番、

土地の所在は大字川口第17地割、第48地割の畑３筆、田８筆、合計11筆です。借受

人は、大字川口の39歳の女性の方です。貸出人が大字川口の63歳の男性です。父と

娘による使用貸借です。貸し渡す理由は、経営を移譲するためです。この方の農家

の作付面積は、35,881㎡です。家族数は、５人です。 

次に、受付番号53番、土地の所在は大字川口第１地割、第３地割、第４地割、第

５地割、第48地割の畑７筆、田14筆で、計21筆です。借受人は、同じ方で、今度は

母親が貸出人です。全部で32筆になります。それから、４ページ以降には、図面を

載せております。この方の野原にある自宅の近くにあります。そして、左側の方は、



自動車販売会社の近くにございます。５ページには、丹藤の入口の方の水田地帯に

なります。右端のほうには、芦田内の山手の方に農地があります。６ページには、

野原、雪浦の種場の中にある水田でございます。 

次に、７ページにつきましては、農地法第３条の規定による農地等の所有権移転、

贈与ということで、受付番号50番、土地の所在は大字沼宮内第19地割、第22地割、

第24地割と大字五日市第９地割、大字江刈内第12地割の畑が６筆、田が２筆、合計

８筆で面積は、23,163㎡となります。家族数が７人、耕作者数は４人でございます。

息子に一括贈与するものであります。位置につきましては、９から13ページをご参

照ください。 

次に、受付番号51番、土地の所在は、大字一方井第６地割、第７地割、第11地割

で合計12筆、大字一方井第７地割の72歳の男性の方に譲り渡すということです。譲

り渡す方が、盛岡市にお住まいの方で、従兄弟に譲り渡すということです。合計で

12筆でございます。 

次に、図面の９ページは、受付番号50番の方の尾呂部周辺の農地です。10ページ

は、大字沼宮内第22地割を載せてあります。11ページには、尾呂部で、大字沼宮内

第22地割の水田でございます。12ページは、大字五日市第９地割に若干、農地がご

ざいます。13ページは、大字江刈内第９地割にある農地です。 

次に14ページは、受付番号51番の今松の方の図面です。大字一方井第11地割の水

田です。15ページは、大字一方井第６地割の畑です。本案件は、いずれの法令等の

審査基準に遵守しており、現地の状況、農業従事の状況、営農計画の状況、周辺地

域との関係も問題ないものと確認しております。以上説明を終わります。なおこの

件は、現地調査担当の方からも報告していただきます。 

 

議    長 説明が終わりました。続いて、現地調査の報告を代表委員からお願いいたします。 

 

16番井戸委員 議案第１号農地法第３条第の規定による農地等の使用貸借権設定許可申請の承認

について、受付番号52番、53番については、現地は、私の地区にありますので、16

番の私、井戸から報告いたします。芦田内地区の３筆は、山林又は、原野化してお

りまして、非農地証明願の申請が必要と思われます。また、本人も含めた家族で、

農業に従事しており、農機具及び労働力は、確保されております。本案件は、いず

れの法令等の審査基準に遵守しており、現地の状況、周辺地域との関係も問題ない

ものと確認しております。以上です。 

 

17番澤村委員 議案第１号農地法第３条の規定による農地等の所有権移転について、受付番号50

番、譲受人、譲渡人は、本人も含めた家族で農業に従事しており、農機具及び労働

力は、確保されております。本案件は、いずれの法令等の審査基準に遵守しており、

現地の状況、周辺地域との関係も問題ないものと確認しております。以上です。 



７番黒澤委員 議案第１号農地法第３条の規定による農地等の所有権移転について、受付番号51

番、現地は、私の地区にありますので、７番、私、黒澤の方から報告いたします。

この農家では、当案件の道路には、一部公衆用道路がありますけれども、公衆用道

路以外については、全て適切に耕作されております。これらの農地は、譲受人の方

が、ずっと以前から既に借受けて耕作をしており、今回は、贈与を受ける訳です。

本人を含めた家族で農業に従事しており労働力は、確保されております。本案件は、

いずれの法令等の審査基準に遵守しており、現地の状況、周辺地域との関係も問題

ないものと確認しております。以上です。 

 

議    長 現地調査の報告が終わりました。質疑に入ります。質疑ございませんか。 

 

（なしの声） 

 

議    長 ないようですので質疑を打ち切り、採決に入ります。議案第１号農地法第３条第

１項の規定による許可申請に対する可否の決定について原案のとおり可と決定する

ことについて、ご異議ございませんか。 

 

（なしの声） 

 

議    長 異議なしと認め、原案のとおり可とすることに決定いたしました。 

 

議    長 続きまして、議案第２号農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見

の決定について、を議題といたします。別紙のとおり、農地法施行令第15条第１項

の規定により提出された許可申請について、同条第２項の規定により意見の決定を

求める。の件でございます。事務局の説明を求めます。 

 

事  務  局 17ページをご覧ください。農地法第５条の規定による農地等の使用貸借権設定に

関する許可申請について、でございます。受付番号が10番、土地の所在は大字江刈

内第31地割、登記地目は、田、現況地目は、畑、面積は672㎡であります。借受人

が大字江刈内第31地割の75歳の女性で、譲渡人は大字第31地割の55歳の男性の方で

ございます。転用目的は、一般住宅を建築したい、ということでございます。一棟、

173.07㎡の面積でございます。位置につきましては、18ページ岩瀬張の集落から少

し入りますが、現在の自宅の近くとなっております。なお、この件は、現地調査担

当の委員の方からも報告していただきます。以上説明を終わります。 

 

議    長 事務局より説明が終わりました。それでは、現地調査の報告を代表委員からお願

いいたします。 

 



１番幅委員 現地確認は、私、幅と17番澤村委員、２番三浦委員、及び事務局２名で確認してま

いりました。この場所ですが、住宅を建てるということで、水道は地下水を使用、

浄化槽を取り付けて、近くの排水溝に流すということでした。場所は、岩瀬張地区

になりますが、図面にある場所は、雪が積もっていて確認できませんでしたが、い

ままでは、ソバを作付していたようでした。本案件は、いずれの法令等の審査基準

に遵守しており、現地の状況、周辺地域との関係も問題ないものと確認しておりま

す。以上です。 

 

議    長 現地調査の報告が終わりました。質疑に入ります。質疑ございませんか。 

 

（なしの声） 

 

議    長 ないようですので質疑を打ち切り、採決に入ります。議案第２号農地法第５条第

１項の規定による許可申請に対する意見の決定について、を原案のとおり可とする

意見に決定することについて、ご異議ございませんか。 

 

（なしの声） 

 

議    長 異議なしと認め、原案のとおり可とする意見に決定いたしました。 

 

議    長 続きまして、議案第３号、農地法の適用外証明に対する可否の決定について、別

紙のとおり、農地法の適用外証明が提出されたので可否の決定を求める、の件でご

ざいます。事務局の説明を求めます。 

 

事  務  局 資料は20ページとなります。農地法の適用外証明願承認について、です。受付番

号は22番、23番、24番の３件の申請となります。 

受付番号22番、土地の所在は、大字土川第１地割、登記地目は、畑、現況地目も

畑、面積は163㎡となります。申請人は、大字土川第１地割の64歳男性の方です。

現在の状況は、資料にもありますが、昭和50年頃に住宅を農地にまたがって、建て

てしまったということでした。 

次に、受付番号23番、土地の所在は、大字沼宮内第28地割、登記地目、現況地目

とも畑で、面積は、2,449㎡ございます。申請人は、大字沼宮内第28地割の68歳の

女性です。所有者は、その方の祖父にあたりますが、その方の祖父は、昭和30年に

死亡しておりまして、今回、この方を相続人の代表として申請された訳でございま

す。現在、この場所は、昭和30年頃から山林、原野化しております。申請に至った

経緯は、ここ横沢地区は、昨年の豪雨災害の復旧に関連して、保安林として指定す

るような計画でございますので、今回ここを農地から除外して、山林、原野にする

ということです。 



次に、受付番号24番、土地の所在は、大字土川第８地割の登記地目、畑、現況地

目は、宅地で、面積は、2,396㎡のうち330㎡を分筆して、農地から除外してほしい

ということです。申請人は、大字土川第８地割の85歳の男性でございます。申請人

の息子さんが、住宅を建て直したいということです。 

 位置につきましては、受付番号22番の図面は、21ページでございます。 

次に、受付番号23番の図面は、22ページ横沢地区でございます。横沢集会所の近

くの沢というか傾斜地になります。山林化しているという形です。 

次に、受付番号24番の図面は、23ページ、土地の所在は、大字土川の沼田地区で

ございます。現在の住宅の左側が、農地にまたがって建ててしまった訳です。なお、

この３件につきましても、現地確認をしておりますので、担当委員さんから報告し

ていただきます。以上の案件は、いずれも法令等の審査基準に遵守しており、周辺

地域との関係も問題ないものと確認しております。以上です。 

 

議    長 事務局の説明が終わりました。ここで、現地調査の報告を代表委員からお願いし

ます。 

 

１番幅委員 今回の現地調査は、私、１番幅と17番澤村委員と２番三浦委員と事務局２名により、

行いました。最初に受付番号22番の件から報告致します。昭和50年頃に住宅を建て

たということでした。本人から聞いたところ、このような法律が、あることを知ら

なかったということでした。ある時に、調べてもらったら、農地に建物が、またが

って建っていたということで、大変申し訳ないと、謝っておりました。 

次に、受付番号23番の件ですが、ここは、祖父からもらった畑であって、祖父が

昭和30年に他界してから、耕作してなくて、そのまま山林となったものです。ご承

知のとおり横沢地区は、昨年の豪雨災害により被害をうけたわけでして、そのため

に、ここに砂防ダムを造る計画がございます。既に、現地の木は伐採を始めており

ました。そういうことで、2,449㎡ですが、祖父が亡くなってから今まで、相続登

記をしていなかったので、今回、このような形で申請するものです。 

次に、受付番号24番の件ですが、宅地部分330㎡に、今回、住宅を新しく建てる

ということです、今現在は、畑の一部と、庭になっておりました。そこに今度、家

を新築するために、申請したものであります。現地は、いずれも法令等の審査基準

に遵守しており、農地の状況からみても、周囲の状況からみても問題なく、判断し

てまいりました。以上です。 

 

議    長 現地調査の報告が終わりましたので、質疑に入ります。質疑ございませんか。 

（なしの声） 

 

議    長 その他ございませんか。ないようですので質疑を打ち切り、採決に入ります。議

案第２号農地法の適用外証明に対する決定については、可とすることに、ご異議ご



ざいませんか。 

 

（なしの声） 

 

議    長 異議なしと認め、可とすることに決定いたしました。 

 

議    長 次に、議案第４号贈与税等の納税猶予の継続届出に係る証明願いについてであり

ます。別紙のとおり、証明の可否の決定を求める件で説明を事務局からお願いしま

す。 

 

事  務  局 議案第４号について、25ページから27ページをご覧ください。贈与税の納税猶予

の継続届出に係る証明願いに対する可否の決定についてです。後継者に対して、経

営移譲により、一括贈与した方々でございます。町内には、納税猶予者が二百数人

おりますが、３年に一度の確認をすることになっております。今回は、70件の証明

願いが提出されました。この制度は、農地を荒廃することなく、農地のまま継続し

て、管理していくという観点から農地の所有者が、生存中に農地の全部、または、

一部を後継者に贈与した者に対して、税制面で優遇するということです。この納税

猶予は、贈与した者、もしくは贈与を受けた人、どちらかが亡くなった時に、納税

義務が免除になるというものです。ついては、名簿の方々が、継続の届出を税務署

に提出する際に、納税猶予の適用を受けてから継続して、農地として活用していた

かどうかを農業委員会が証明するものであります。この名簿のなかで、農地の状況

や、あるいは、どちらかの生死がありましたら、確認して、問題なければ、証明書

を発行するというようになりますので、委員の担当地区ごとに確認をお願いしたい

と思います。以上です。 

 

議    長 説明が終わりましたので、質疑に入ります。何かございませんか。 

 

（なしの声） 

 

議    長 なしということですので、質疑を打ち切り採決に入らせていただきます。議案第

４号贈与税等の納税猶予の継続届出に係る証明願いについては、可とする決定にご

異議ございませんか。 

 

（なしの声） 

 

議    長 異議なしと認め、可とするに決定いたします。 

 

議    長 この際ですので、その他として委員の皆さんから又、事務局から何かありません



か。 

 

（なしの声） 

 

議    長 ないようですので、以上で本日の会議に付された議案は、全て終了いたしました。

これで本日の会議を閉じ、第37回岩手町農業委員会総会を閉会いたします。 

 

（閉会時刻 午後２時12分） 

 

 

会議の次第を記載したものであるが、その内容の真正なることを認め、ここに署名押印する。 

 

 

 

                    議長                   印 

 

                    17番                   印 

 

                    １番                   印 


